
 

 

日頃 

気になっていること… 

この際 

聞いてみようかな？ 

12/12 道協会釧路ブロック・ケアマネ連協共催研修 

幸福追求権、伴走型支援、対象者理解… 

ソーシャルワークの真髄に触れ感動！ 

北海道介護支援専門員協会釧路ブロック 

 

 

 

 

NPO 法人野中ケアマネジメント研究会理事 前山憲一氏をお招きし、実際講師が長くかかわって

きたケースを、テレビ局が取材した動画をもとに紹介。クライエントの成育歴や生活環境など様々

な事情を踏まえて、その人の思いに寄り添う支援とはどうあるべきなのか、あらためて対人援助の

あり方について学びを深めることができました。 

また、面接場面で大切にしたい相談援助技術の技法や構えなど豊富な例示をもとに解説をしてい

ただきました。 

講演では講師のお話にひきこまれ、あっという間の 3 時間半、感動をもってあらためてソーシャ

ルワークの機能と、私たちの役割を再確認できた研修となりました。 

次回研修は 1/30（金） 釧路ブロック今年度最後です！ 

 

 

    関わる人、出会いによってプラスにもマイナスにもその人の人生が変わる。支援者として｢寄って集ってそ

の人を幸せにする｣というケアマネジメントの本質、対象者理解と多職種連携の大切さを感じました 

 

      講師のお話にひきこまれ、感動をもってあらためてソーシャ

ルワークの機能と、私たちの役割を再確認できた研修でした。 

 

    「なぜ？」を繰り返し「背景」を掘り下げることで、支援者はもとより本人も気が付かなかった価値や癖、思考か

ら「本当は何が辛かったのか」に気づける。洞察力…支援者として忘れかけていた根っこの部分に気づかされました。 

      「初めての人に本当に困っていることを真っ先に話さない」―念頭に

置いて、これからは関係づくりを一番に考えながら面接に臨みます。 

 

     その人の人生を聞く。相談援助支援とは深く寄り添わないと

出来ない事だと思い知らされた。今後の仕事に繋げたい。 

 

      生存権のみではなく、幸福追求権も支援するという視点、大切にしたいです。 

      “インテークで全部情報をとらない”“あとあと信頼関係を作りながら聞いていく方法もある”…。

ケアマネを始めた頃に聞きたかったです。これまではとにかく情報を取らなくては！と必死でした。 

 

       ライフステージからニーズを紐解く年表にびっ

くり。過去の事柄を把握する大切さがわかった。 

 

 

 

道協会 
一緒に活動 

しませんか！ 

☺質の高い研修を提供します 

☺ケアマネに関する国や道の

動きをタイムリーに発信しま

す 

☺地域の実情をつかみ処遇改

善に取り組みます 

☺交流を深める企画を行いま

す 

 

☏090-8509-2254 

道協会釧路ブロック金森まで 
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